
                                      
  

  

  

                      ◆ 合唱コンクール、３年生としての「存存在在感感」

を充分に発揮してくれました。 

この色別合唱にかけるみんな 

の思いがあの瞬間にすべて 

凝縮されていたと感じる 

ほどの見事な発表でした。 

 

◆ 合唱自体の「仕上がり」もさることながら、 

私が一番心打たれたのは「みみんんななのの表表情情」で 

した。あの真剣な「眼眼差差しし」・懸命な「姿姿勢勢」 

伝わってくる「エネルギー」。 

「一一生生懸懸命命がが一一番番格格好好いいいい！！」 

という言葉を、まさに 体現してくれた発表でした。 

 

◆ パートごとの練習を、３年リーダーが主体となり、細かい指導を重ね、合唱 

全体を創り上げていく過程が必要でした。そして、この過程 

こそが人間を成長させ、自覚を生み、３年生としてのププラライイドドを芽生えさせ、 

そして、あの合唱へとつながっていった 。私は そう思います。 

  

◆「目の前のことに真剣に 向き合う」「その時 その瞬間に 

すべてを注ぎ込む。」そして「とにかく 手抜きをせずに  

一生懸命 頑張る」その大事さを、今回 実感したはずです。 

ぜひこの経験を今後の受験にも生かしましょう。… ここから 

先は、「己己ととのの戦戦いい」が続きます。きっと苦しい戦いが待っているはずです。 

この合唱コンクールの経験を「思い出」で終わらせず、「財財産産  や 成成長長のの糧糧」 

として欲しい。そう願っています。 

 

 

主主要要なな学学校校行行事事がが終終了了しし、、残残りりのの中中学学校校生生活活はは  つついいにに入入試試にに向向けけてて  

ひひたたすすらら努努力力すするる時時間間ととななりりままししたた。。ほほととんんどどのの人人たたちちににととっってて入入試試  

とといいうう「「壁壁」」はは  初初めめてて経経験験すするるももののでですす。。  

「「学学力力がが伸伸びび悩悩んんでで  困困っってていいるる」」「「志志望望校校にに  合合格格ででききるるだだろろううかか」」「「何何ととかか  少少ししででもも楽楽にに入入試試をを

ククリリアアででききなないいももののだだろろううかか」」……  等等、、誰誰ししももがが  不不安安をを感感じじるるここととででししょょうう。。今今もも既既にに  壁壁にに突突

きき当当たたっってて  悩悩んんででいいるる人人もも  いいるるののでではは  なないいででししょょううかか。。    

人人がが「「不不安安」」をを感感じじるる  最最もも大大ききなな理理由由はは「「  準準備備不不足足  」」だだそそううでですす。。正正直直ななととこころろ、、  

高高校校入入試試ににおおいいててはは  どどれれだだけけ  準準備備ししててもも  足足りりなないい  とと感感じじるるかかももししれれまませせんん。。  

ししかかしし、、何何もも準準備備せせずずにに  不不安安いいっっぱぱいいでで  当当日日をを迎迎ええるるよよりりもも、、精精一一杯杯のの努努力力をを  

積積みみ重重ねねてて  当当日日をを迎迎ええるるほほううがが、、圧圧倒倒的的にに  落落ちち着着いいたた気気持持ちちでで  試試験験にに臨臨むむ  

ここととががででききまますす。。  

ままたた、、そそううややっってて  努努力力をを積積みみ重重ねねてて  身身にに付付けけたた実実力力はは、、進進路路実実現現ののたためめのの  

「「強強力力なな武武器器」」ととななりり、、君君たたちちのの未未来来をを  切切りり拓拓いいててくくれれるるででししょょうう。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それは、学校生活の中心が３年生から２年生へ移行することを意味しています。学校

行事では縦割りを意識した大きな取り組みがありましたが、日常のなかでどれだけ３年

生としての足跡を残すことができたでしょうか。部活動で、委員会活動

で、運動会、今回の合唱コンクール …。みなさんが下級生と関わる場面

を多く見てきました。自分の思いを精一杯語るみなさんを、真剣なまな

ざしで聞いている下級生。もう少し時間があれば、もう少しこの関係を

深められる「場」があれば…、そう思うと残念な気もしてきます。 

これからは、みなさんが前面に出て、自分の思いを後輩に語ったり、行動で

示したりする場面は少ないのかもしれません。しかし、その分しっかりと２年

生を陰で支えて、応援してくれるような雰囲気をつくって欲しいと思います。

様々な活動で素敵なバトンタッチが できますように。 

 

２０２４．１１．１ Ｎｏ．９ 
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圧圧 のの 
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巻巻 歌歌 声声 「「受受験験はは団団体体戦戦」」とといいうう言言葉葉ももああるるよよううにに、、受受験験にに向向けけてて一一人人ひひととりりがが努努力力ををすするる  

ここととがが  集集団団のの雰雰囲囲気気ををつつくくりりまますす。。目目標標にに向向けけてて努努力力すするる学学年年のの雰雰囲囲気気がが出出来来上上ががれればば、、  

自自然然とと  学学習習のの効効率率  がが上上ががりりまますす。。そそししてて、、不不思思議議ななももののでで  そそれれにに比比例例すするるよよううにに  生生活活  

態態度度  もも  落落ちち着着いいててききまますす。。  

学学級級やや学学年年のの雰雰囲囲気気をを「「落落ちち着着いいたた雰雰囲囲気気ににななっっててききたたなな」」とと感感じじるるよよううににななっったたらら、、  

本本物物でですす。。みみんんななでで受受験験にに向向けけたた雰雰囲囲気気ををつつくくりり、、受受験験のの時時にに使使ええるる    強強力力なな武武器器をを  

身身にに付付けけ、、不不安安をを払払拭拭ししたた状状態態でで  受受験験当当日日をを迎迎ええらられれるるとと  いいいいでですすねね。。  

 

 

 

好好  いい  いい  

いい  よよ  いい  よよ  
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ンン  
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ババ  

ＵＵ  ＲＲ  nnoott    aalloonnee のの２２つつのの意意味味ととはは？？ 

８月号で紹介した GReeeeN の受験応援歌、 

覚えていますか？  その歌の「題名」の 

「YYoouu  aarree  nnoott  aalloonnee 」とは、 

「君君はは  ひひととりりじじゃゃなないいよよ」との意味ですが、 

別に、「ももううひひととりりのの  自自分分がが見見てていいるる」と 

 いう意味が 込められている そうです。 

 誰も見ていなくても、 

・必死で 頑張った自分  

・決して 怠けなかった自分 

・くじけそうになった自分 

・時々 負けてしまった自分  

そう、誰でもない「ももううひひととりりのの自自分分」が 

君のことを 一番 見ている。 

だから、自分に 嘘は ついちゃいけない …。 

まだ、自分に余力が残っていれば、それを 

「全力」とは いわないんだ。 

「ももううひひととりりのの  自自分分がが見見てていいるる」そう 肝に 

 銘じながら、これからの受験勉強に、立ち 

向かっていって下さい。 

 

「おつかれさまのうた」aoiro 

今日も一日 頑張りました   

辛い時間も よく耐えました 

まずは あなたを 讃えましょう   

疲れた心と その優しい瞳に 

ひとつ ため息が こぼれても   

涙は こぼさぬように こらえて 

ひとりになった その瞬間に   

こぼれ落ちる あなたの強さ 

ふたつ 選択肢を 求められ   

どちらも 選べない時はある 

悩んで 悩んで 出した 答えは   

きっと あなたの 道しるべになる 

ひたすらに 出てくる 不満にも   

逃げずに 負けずに 

立ち向かうでしょう 

誰にも見えないプレッシャーにも   

たたかう あなたの歌 

明日の あなたも 笑えるように   

優しい朝を 迎えられるように 

まずは あなたを 讃えましょう   

たった ひとり あなたの事を 

※ 最近、１日の終わりに 聞いている曲を紹介します。 
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